
　もともとスポーツが好きで、レクリエーションにも参加していました。そんな中で、公民館の活動に関わる
ようになり、「公民館のイベントは、参加者の多いことが成功」と考えて、自ら参加者を募るためのアイデア
を出すようになりました。例えば、区民運動会のプログラムを作る際に、競技というよりはレクリエーションと
して、子どもからお年寄りまでが参加しやすい種目を提案しました。運動会の運営方法等については役員の
皆さんで考えていただきました。
　新型コロナウイルスの影響で、区民運動会は令和２年度、３年度は中止になってしまいましたが、令和４
年度は、午前中だけ各参加者１種目ずつに絞って開催にこぎ付けました。コロナ禍以前は８００人ほどあっ
た参加者は、今年度は５００人ほどに減りましたが、親子の参加者も多く「もっと多くの種目に出たかった」
などの声もあり、皆の喜ぶ顔を見ることができてうれしく思いました。
　また、子ども教室でもちつき体験会の手伝いを、平成１７年度から続けてやっています。昔ながらの杵と臼
を使ったもちつきを体験させようと、子どもたちと一緒にできるのが楽しみで続けてきましたが、これも、新
型コロナウイルスの影響で、令和２年度、３年度は中止になりました。今年度も中止を検討しましたが、何と
か続けていくために、内容を紅白の花もちづくりに変更して、実施できました。コロナ禍以前は２００人ほど
の子どもたちの参加があり、ついたお餅を皆で楽しく食べました。
　新型コロナウイルスの影響で、さまざまなイベントが中止になりましたが、工夫をして続けていきたい。住
民同士が、笑顔でふれあう機会を増やしたいと取り組んでいます。
　第一地区区長会は協力的で、皆がまとまって活動に取り組んでもらえる。最近は、若い体育委員が大勢
活動に参加してくれており、私の後を引き継いでくれる人が出てきてくれてうれしく思っています。
　さまざまな公民館の活動に参加することで、地域の顔見知りが増え、人のふれあい
の輪が広がります。あいさつを交わす人が増えることが、何よりもうれしく、皆の喜ぶ
顔を見るのが楽しみで続けています。

シリーズ特集

「地域を支える世代間交流」

公民館事業の
支援活動

【加納 幸雄 さん】
　大野町下方在住。下方区区長を１０年間務められ、町功労者表彰（地方自治功
労）を受賞されました。平成４年度から２７年間、スポーツ推進委員を務められ、
平成２１年に中ブロック※体育指導委員功労者表彰を受賞されました。「活動を通
じて顔見知りが増え、人のふれあいの輪が広がることが、何よりもうれしい」と
笑顔で話されました。
　※ 中ブロックとは、北陸、東海、近畿地区（２府１２県）で構成される。

最終回

INTERVIEW

　地域を支える人々や活動に焦点を当てることで、町民の皆さんとともにウィズコロナにおける地域づくりや世
代間交流について考えていくために、シリーズとして掲載しています。
　最終回となる今月は「公民館事業の支援活動」です。

　町内には６つの地区公民館があり、それぞれが子ども教室や区民運動会などのさまざまな活動を実施してい
ます。公民館には、常勤の公民館主事の他に公民館長、青少年育成推進員やスポーツ推進委員といった役
員等が、活動の企画、運営をしていますが、活動の実施には、縁の下の力持ちとして支援している人たちがい
ます。
　今回はそんな活動の中から、約３０年の長きにわたり第一公民館事業の支援をしている加納幸雄さんに、
活動や地域への思いなどについてお聞きしました。

人が好き、地域が好き。

だから、地域活動を盛り上げたい
� 第一公民館地域指導者　加納 幸雄�さん

◎加納さんにお聞きしました
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◎ウィズコロナの地域活動、地域の絆を取り戻そう
　加納さんは、地域活動に人とのふれあいを楽しみながら、生き生きと取り組んでみえました。また、
若い世代が引き継いでくれることを喜びながら、気負わず自然体で取り組んでみえました。
　加納さんの人と人とのつながりを大切にする気持ちは、一緒に活動することを通じて、若い世代に伝
わっていると感じました。また、地域の将来を担う子どもたちや若い世代が、地域活動を支援する大人
の姿勢から学び、自らも地域活動に取り組むという、好循環が生まれているようでした。このような活
動が地域住民に広がることで、地域の絆はさらに深まっていくと思います。

※編集後記
　これまで５回にわたり、「地域を支える世代間交流」についてシリーズ特集として掲載してきました。
　この約３年間、新型コロナウイルスの影響による行動制限やイベントの中止などにより、今までどおりの活動が困難な
状況が続きました。そのような状況でも、世代間交流などで地域を支える人や団体を取り上げ、紹介してきました。子ど
ものため、地域のために始めた活動が、やがて自らの楽しみややりがいになり、生き生きと取り組まれている様子が印象
的でした。今後、日常に明るさが戻り、地域の世代間交流が一層広がることを願っています。

1 第一公民館ふれあい運動会の様子
2 花もちづくり（子ども教室）の様子 
3  コロナ禍以前のもちつき体験会（子ども教室）

の様子（中央の返し手が加納さん）
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◎�第一公民館長に加納さんの活動について聞きま
した

　加納さんには、公民館のさまざまな活動を支援してくださり大変感
謝しています。長年にわたり続けていただいているので、過去のことが
分かり、またその経験が新しい活動にも役立っています。
　第一地区は伝統的に、大勢の中学生がさまざまなボランティア活動
に参加して、公民館活動を盛り上げてくれています。
　また、若い体育委員も加納さんに導かれて取り組んでくれています。
皆で力を合わせて、コロナ禍で落ち込んだ地域の絆を取り戻していき
たいと思います。
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